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研究要旨 非肥満者の代謝異常改善に関するガイドラインを策定する

ため、Minds「診療ガイドライン作成の手引き 2014」に準拠し、スコ

ープを作成し６つの重要課題を設定した。重要課題のうち、「非肥満の

代謝異常への具体的な栄養介入方法」について担当した。昨年度は非

肥満者の代謝異常に関する共通のキーワードと各課題のキーワードを

組み合わせて検索式を作成し、MEDLINE、Cochrane data base、医

学中央雑誌から文献の検索を行った。アブストラクトから採択する 1 

次スクリーニングに引き続き、今年度は文献フルテキストを精読する

2 次スクリーニングを経てエビデンスの検討を行い、ステートメント

の作成及び可能な場合には推奨レベルの設定などを行った。  

 

Ａ．研究目的  

 非肥満者の代謝異常改善に関するガイ

ドラインを策定するため、国内外の論文

から、非肥満者の代謝異常の予防やリス

ク要因に関しての文献を広く収集し、評

価指標等の信頼性・妥当性、介入の効果

等のエビデンスレベル、推奨グレード、

コンセンサスレベルを含むリストを作成

することを目的とした。  

 本研究では、分担研究として「非肥満

の代謝異常への具体的な栄養介入方法」

についての検討を担当した。  

 

Ｂ．研究方法  

 Minds「診療ガイドライン作成の手引

き 2014」に準拠し作業を行った。ま

た、非肥満者を対象とした代謝異常の介

入に関してのエビデンスが少なかったた

め、2016 年 7 月 12 日に発表された

「Minds からの提言 希少疾患など、

エビデンスが少ない領域での診療ガイド

ライン作成」も参考にした。昨年度のア

ブストラクトから採択する 1 次スクリ

ーニングに引き続き、今年度は文献フル

テキストを精読する 2 次スクリーニン

グを経て、ステートメントの作成及び可



能な場合には推奨レベルの設定を行うこ

ととした。  

①スコープの作成  

 ガイドラインがカバーする内容を含ん

だスコープを作成し、それに基づいた重

要課題を設定し、各課題に２～３のクリ

ニカルク・エスチョン（CQ）を設ける

こととした。  

②キーワード  の選択  

 キーワードは課題ごとに選定した。非

肥満の代謝異常ついてのキーワードはす

べての課題に共通のものとした。  

③検索  

 キーワードに基づいて検索式を作成

し、MEDLINE、Cochrane data base、

医学中央雑誌の検索を行った。検索対象

期間は すべてのデータベースについて

1995 年 1 月 1 日〜2015 年 11 月 30 

日、ただし The Cochrane Library は、

2015 issue 4 までとした。  

④1 次スクリーニング  

 検索された文献の研究デザインや抄録

等含む文献データベースを課題ごとに作

成し、内容をチェックして重要な文献を

選定した。  

⑤2 次スクリーニング  

 フルテキストから内容を評価する二次

スクリーニングは、各課題の担当者  1 

〜２名により実施し、「非肥満者の代謝

異常」に限定して行われた研究を、評価

する論文として採用した。2 次スクリー

ニングの工程を経ずとも、ハンドサーチ

等で解説文の記述に必要と思われる文献

があれば、適宜参照した。  

⑥相対評価と推奨分の作成 

 Minds「診療ガイドライン作成の手引

き 2014」に準じてエビデンス統合と総

体評価を行い、推奨文の作成を行った。  

 

Ｃ．研究結果 

 分担した重要課題「非肥満の代謝異常

への具体的な栄養介入方法」では食事、栄

養学的要因などの生活習慣改善による非

肥満者の代謝性異常への影響について検

討を行うことを目的とした。  

初めに、以下の３つの CQ を設定した。  

CQ8「栄養介入で非肥満者の耐糖能異常

が改善するか？」  

CQ9「栄養介入で非肥満者の高血圧が改

善するか？」  

CQ10「栄養介入で非肥満者の脂質異常が

改善するか？」    

   

 文献検索に先立ち、以下のキーワード

（日本語は医学中央誌シソーラスから・

英 語 は MeSH （ Medical Subject 

Headings)から）を設定した。  

日本語  

機能性食品  

サプリメント  

間食  

ファーストフード  

特定保健用食品  

食品  

飲料  

食物  

食事  

栄養素  

食事時間  

食行動  

嗜好  

英語   



Food 

Food Preferences 

Food habits 

Feeding behavior 

Meals 

Beverages 

Supplement 

Nutrients 

Micronutrients 

 

 これらのキーワードに基づいて

Medline、Cochrane data base、医学中

央雑誌について検索式を作成し、検索を

行った。この結果、本課題について、

MEDLINE 437 件、Cochrane 503 件、

医学中央雑誌  380 件が抽出された。  

 

CQ8「栄養介入で非肥満者の耐糖能異

常が改善するか？」に適合する文献をア

ブストラクトから採択する 1 次スクリー

ニングでは、62 件の文献が見いだされ

た。続いて、文献フルテキストを精読す

る 2 次スクリーニングを実施し、本関連

する文献は RCT1 論文が見いだされ評価

に用いた。また、8 件を参考文献とし

た。これらの文献から以下のようなステ

ートメントを作成した。  

• 非肥満者の耐糖能異常に対し、1 日 8 g

のアミノ酸投与を検討してもよい（弱い

推奨、エビデンスの強さ D（とても弱

い））。  

 

CQ9「栄養介入で非肥満者の高血圧が

改善するか？」に適合する文献をアブス  

トラクトから採択する 1 次スクリーニン

グでは、16 件の文献が見いだされた。  

続いて、文献フルテキストを精読する 2

次スクリーニ  ングを実施し、本 CQ に

関連する文献は RCT2 論文が見いだされ

評価に用いた。しかしながら、本 CQ に

関連する評価可能な文献は見いだせなか

った。よって、ハンドサーチによる 1 件

を加えた 7 件を参考文献とし、以下のよ

うなステートメントを作成した。  

•非肥満者において高血圧に対する食事

介入の効果を示すエビデンスはない（推

奨なし）。  

 

CQ10「栄養介入で非肥満者の脂質異常

が改善  するか？」に適合する文献をア

ブストラクトから採択する 1 次スクリー

ニングでは、39 件の文献が見いだされ  

た。続いて、文献フルテキストを精読す

る 2 次スクリー  ニングを実施し、本

CQ に関連する文献は RCT1 論文  が見

いだされ評価に用いた。また、7 件を参

考文献とし  た。これらの文献から以下

のようなステートメントを作成した。  

• 非肥満者のうち、高中性脂肪の者で

は、低脂質食（29％エネルギー比）は、

高脂質食（40％エネルギー比）に比し、

中性脂肪を低下させる可能性がある（弱

い推奨、エビデンスの強さ D（とても弱

い））。  

 

Ｄ．考察  

 肥満者への栄養介入は、食事の制限に

よる減量が主体となるが、非肥満者への

栄養介入は食事の量よりも質が問題とな

る。本研究では、非肥満者に焦点をあて

て「非肥満の代謝性異常への具体的な栄

養介入方法」の重要課題について、キー



ワードを設定し、非肥満者の代謝異常に

関する共通キーワードと組み合わせて、

複雑な検索式を設定し、文献の検索を行

った。1,269 件もの文献が抽出されたも

のの、その多くが肥満者あるいは高度肥

満者における栄養介入試験あるいは症例

対照研究の成績を報告するものであり、

非肥満者での検討は非常に限られてい

た。また食生活や栄養学的項目に関し

て、高血圧との関連を調べたものの多く

は塩分摂取量に注目しており、塩分以外

の論文はほとんどなかった。代謝異常の

中でも耐糖能や糖尿病と食生活や栄養学

的項目との関連を検討した論文が多く

（70 件抽出）、次いで、脂質異常（48

件）、高血圧（22 件）と、代謝異常の中

でも、食生活との検討を示す報告数（論

文数）に差異があった。  

 さらに、非肥満の代謝異常を有する者

を対象とした栄養介入 RCT は非常に少

なく、介入期間、方法（介入する栄養項

目）も研究間のばらつきが大きいため、

CQ8 と CQ10 では、ステートメントを

「弱い推奨、エビデンスの強さ D（とて

も弱い）」と判定した。CQ9 について

は、文献スクリーニングにより、最終的

に評価可能な文献は見いだせなかったた

め、ステートメントは「非肥満者におい

て高血圧に対する食事介入の効果を示す

エビデンスはない（推奨なし）」となっ

た。  

 非肥満かつ耐糖能異常、高血圧、脂質

異常を有する日本人は非常に多いことが

推察され、食事介入は、これらの代謝異

常を侵襲性無く、日常生活上の配慮によ

り、効果的に改善することが可能な方策

の一つであろう。さらに日本人は世界の

中でも独自の食生活を営んでおり、本邦

での科学的根拠（介入試験の成績）の蓄

積が、日本人の代謝異常改善、ひいては

健康寿命延伸に必須であると考えられ

た。  

 

Ｅ．結論  

 重要課題「非肥満の代謝性異常への具

体的な栄養介入方法」について、昨年度

に非肥満者の代謝異常に関する共通のキ

ーワードと各課題のキーワードを組み合

わせて検査式を作成し、文献の収集を行

った。今年度は文献フルテキストを精読

する 2 次スクリーニングを経て、ステ

ートメントの作成及び可能な場合には推

奨レベルの設定を行った。非肥満者の代

謝異常については研究が少なく、文献も

多くはない。さらに非肥満者への生活習

慣改善の介入研究は非常に少なく、推奨

レベルの決定ができない項目を認めた。  

独自の食生活を営む日本人での、非肥

満を対象とした代謝異常改善に資する科

学的根拠の蓄積が必要である。  
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